「佐世保市防犯ボランティア団体登録制度」要領
１．目　的

　　　本市においても、地域の安全・安心のために、市民自らが行う自主防犯活動が各地で広がりを見せている。防犯活動は地域単位で行われており、町内会はもとより、ＰＴＡなどを中心とした学校区、連合町内会単位などでも活動がなされるようになってきている。

　　　これらの団体を登録することで、市として市内の防犯団体の存在とその活動状況を把握することができる。

　　　登録団体の活動を広く広報することで、市民の防犯意識の高揚を図り、他地域での防犯活動の普及、拡大を図る。

　　　また、個々の団体間はもとより、行政、警察、関係機関等とのネットワーク化を図ることができ、防犯情報の把握や情報交換、伝達のスピード化など連携を促進する。
２．団体の要件

　　（１）佐世保市内において、３人以上で活動し、月に１回以上の頻度で、街頭での地域防犯に関する活動を行っている団体（地縁団体、ボランティア団体、ＮＰＯ，企業、法人等）であること。

　　（２）営利を目的としないこと。

　　（３）申請者の役員等（申請者の役員、その支店又は事務所の代表者その他経営に実質的に関与している者をいう。）が佐世保市暴力団排除条例（平成24年条例第１号）第２条第１号に規定する暴力団又は同条第２号に規定する暴力団員に該当しないこと。

　　　　　　防犯に関する活動とは以下のような活動をいう。

　　　　　　　①防犯のための見守りや防犯パトロール

　　　　　　　②子どもや高齢者を犯罪から守る活動

　　　　　　　③防犯を呼びかける啓発活動や防犯教室の開催

　　　　　　　④地域の危険箇所の点検や防犯マップの作成

　　　　　　　⑤あいさつ運動、美化活動、花いっぱい運動　　　　　など

３．登録条件

　　（１）団体名、結成年月日、構成員人数、活動地域、活動内容、写真等を広く公開すること。
　　（２）継続して防犯活動を行うこと。

　　（３）必要に応じて行政及び警察等関係機関と連携すること。

　　（４）年度毎に活動計画を作成し、その活動結果、成果について翌年度４月中に佐世保市防犯ボランティア団体活動報告書（様式３）により報告すること。

　　（５）定期的な話し合いを行うこと。

４．登録方法

　　（１）登録を希望する団体は、「佐世保市防犯ボランティア団体登録（変更）票（様式１）」及び「誓約書兼同意書（様式４）」に必要事項を記入、押印のうえ、市民生活部市民安全安心課に申し込まなければならない。

　　（２）市は内容を審査し、団体の要件、登録条件等を満たすことが明らかな場合は、登録を行う。

　　（３）登録団体は、代表者の変更など登録票の記載事項に変更があった場合には、登録内容を変更するため、届け出なければならない。

　　（４）登録団体は、防犯に関する活動を止めた時は、佐世保市防犯ボランティア団体脱退届（様式２）により速やかに届け出なければならない。
５．登録団体
（１）登録した団体は、市から防犯ベスト、活動帽子について、団体の構成員数を上限として貸与を受けることができる。
　　（２）登録した団体は、「佐世保市地域防犯活動事業補助金交付制度」をはじめ市の防犯に関する支援制度を利用することができる。
　　（３）防犯に関する情報提供を受けることができる。

　　（４）脱退した団体は速やかに貸与品を返納しなければならない。
６．登録団体の活動状況の広報

　　　市は登録団体の交流について促進を図ると同時に、その活動状況につい

ては、紙媒体やインターネット等を活用して、広く紹介・公開するものと

する。

７．施行期日

　　平成２３年４月１日から施行する。

　　平成２４年４月１日から施行する。
　　平成２９年８月１４日から施行する。
　　令和６年１月１日から施行する。

